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を有する連立方程式系を 1-パラメータの計量をもつ リーマン多様体上のス トークス方程式と見なす手法
を適用 したことは特筆に値する.後者の方法は,変換された変数係数を持っ偏微分方程式をパラメータに
関して形式的に微分することによってアダマール変分公式を導出するという単純明快なアイデアである.
しかしその正当化には,グリーン関数のパラメータに関する微分可能性を証明する必要があり,牛越氏は
ストークス方程式のシャウダー型評価を用いて,その微分可能性を明らかにした.この手法は前者に比較
して簡素であるだけでなく,速度ベクトル場に加えて圧力関数のグリーン関数に対するアダマールの変分
公式をも導出できるという利点がある.以上のように牛越氏は,崇高な問題意識と豊富な数学的知識,お
よび,卓越 した解析計算の技量を有する研究者のレベルにあり,その業績は自立して研究活動を行うに必
要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって,牛越恵理住民提出の博士論文は,悼
士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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